
避難所としても想定された体育館には高天井用LED照明器具が設置され、停電時には蓄電池により中央列の照明が点灯する

※DCP : District Continuity Plan
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徳島市沖洲小学校
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主な設備

● LED照明
● LED高天井照明器具
● LEDポール灯
● 太陽電池モジュールHIT290（20.88ｋW）
● リチウムイオン電池（15kWh）
● 多回路エネルギーモニター
● デジタルサイネージ（43インチ）

地元木材がふんだんに使われた教室

玄関に設置された「見える化」サイネージ

防災拠点ともなる職員室では、太陽光発電と蓄電システムの連携により長期間のDCP機能を維持する

LED照明で机上面も明るい家庭科室

リチウムイオン蓄電池
（15kWh）

蓄電システムと連携した太陽電池モジュール（20.88ｋW）

津波避難に対応する高床式校舎に
LED照明と創蓄連携機能を導入

O K I N O S U  E L E M E N T A R Y  S C H O O L

徳島市沖洲小学校

配置。新校舎と体育館、既設校舎はデッキで連

結し、津波の一次避難所として約７千人を収容

する。また、全館に消費電力の少ないLED照明

器具を採用し、太陽光発電と蓄電池を連携する

システムも導入。避難所となる体育館や防災拠

点となる職員室に設置されたLED照明の一部

を蓄電池回路に接続して停電時には自動的に

点灯。太陽光発電による蓄電によって、避難所

をかねた防災拠点への長期間の電力供給にも

対応している。さらに、エネルギーの「見える化」

システムも導入し、太陽光発電量や消費電力

量、雨水を用いた中水利用量を玄関のデジタ

ルサイネージに表示している。

徳島市の東端、吉野川の河口近くに位置する

沖洲小学校では、築60年の旧校舎が5階建て

の新校舎と3階建ての体育館に建て替えられ

た。校区が紀伊水道に面した臨海のため、新校

舎には地域の防災拠点と避難所機能に加え、

再生可能エネルギーや雨水利用など、DCP※

（地域継続計画）機能が装備されている。

建築計画では、2階床を県が想定する津波浸水

高（最大2.6m）より高い4.5mに設置。1階はエ

レベーターホールなどを除き、柱だけとして駐車

場に利用。教室や職員室、電気室は2階以上に
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